
JP 2008-284248 A5 2010.6.24

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成22年6月24日(2010.6.24)

【公開番号】特開2008-284248(P2008-284248A)
【公開日】平成20年11月27日(2008.11.27)
【年通号数】公開・登録公報2008-047
【出願番号】特願2007-133548(P2007-133548)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１１Ａ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ａ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３０４Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月12日(2010.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面に遊技領域を有する遊技盤と、
　前記遊技領域の略中央部分に配置され額縁状に形成された枠状装飾体と、
　遊技の進行に伴う遊技状態および抽選結果に関する演出画像を、少なくとも前記枠状装
飾体の開口部を通じて視認可能に表示する演出表示装置と、
　前記枠状装飾体の外側に開口したワープ入口、及び前記枠状装飾体の内側に開口したワ
ープ出口を有し、前記ワープ入口及び前記ワープ出口を連通するワープ通路と、
　前記枠状装飾体の下縁部における上面のうち左右いずれか一方の側且つ前記演出表示装
置の前方に配置され、前記ワープ通路を通って前記枠状装飾体内に入球した遊技媒体を左
右方向または斜め左右方向に転動させる転動面を備えたステージと、
　前記枠状装飾体の下方の前記遊技領域に配置され、前記ステージを通過した遊技媒体を
容易に入賞可能とする始動口と、
　該始動口に遊技媒体が入賞したことを検出する入賞状態検出手段と、
　該入賞状態検出手段による前記遊技媒体の検出に基づいて抽選を行う抽選手段と、
　前記枠状装飾体の外側に開口した大入賞口を有し、所定の開閉動作を行い、前記大入賞
口を閉状態から開状態に変化することで前記遊技媒体が入賞可能となる開閉入賞装置と、
　前記抽選手段の抽選結果が当りの場合、前記開閉入賞装置の一回当りの開放時間を、複
数個の遊技媒体がゆとりを持って入賞できる程度の所定時間とするとともに、前記開閉入
賞装置の開閉動作を、複数回行うことで、遊技者に特定の利益を付与する特定利益付与手
段と、
　前記上面のうち左右いずれか他方の側且つ前記演出表示装置の前方に配置され、前記ス
テージにおける遊技媒体の転動と関連付けることなく前記開閉入賞装置に入賞した遊技媒
体を用いた演出を行う演出装置と、を備えることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
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　前記遊技領域に配置され、前記始動口に遊技媒体が常時入賞可能である一方、遊技媒体
が開放時に入賞可能となる特別始動口と、
　該特別始動口に遊技媒体が入賞したことを検出する特別入賞状態検出手段と、
　前記枠状装飾体の外側に開口した出入口を有し、遊技媒体が通過可能な通過ゲートと、
　該通過ゲートに遊技媒体が通過したことを検出する通過検出手段と、
　該通過検出手段による前記遊技媒体の検出に基づいて普通抽選を行う普通抽選手段と、
　該普通抽選手段の抽選結果が当りの場合、前記特別始動口を所定時間開放する開放制御
手段と、をさらに備え、
　前記抽選手段は、前記入賞状態検出手段とともに前記特別入賞状態検出手段による前記
遊技媒体の検出に基づいて抽選を行うことを特徴とする請求項１記載の遊技機。
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